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開 催 日：２０１９年１１月３日 
開催場所：名古屋市立大学北千種キャンパス大講義室 
活動形式：シンポジウム  
参加人数：約１００名 
	
芸術工学部にとっても重要と考えられる「インタラクシ
ョンデザイン」をキーワードとして掲げ、実践・研究に携
わる以下３名のパネリストを招き、プレゼンテーションと
ディスカッションを行った。 
 
渡邉恵太氏（インタラクションデザイン・明治大学） 
花井雅敏氏（Web デザイン・センチメートル） 
石原由貴氏（メディア工学・名古屋市立大学大学院／
（株）GOCCO.） 
 
プレゼンテーションについて 
 インタラクションデザイン研究の渡邉恵太氏からは、著
書『融けるデザイン』の内容を踏まえ、情報技術と人との
インタラクションの事例などが紹介された。 
 たとえば、コンピューターの画面上に、ユーザー自身の
カーソル以外に多数のカーソルが動き回っている状況を
表示した上で、ユーザーが自らマウスを操作することによ
って、本人だけが自らの操作しているカーソルを認識する
ことができる、といった事例が紹介された。これは認証技
術などへの応用が考えられる、とのことだ。 
企業内のプロダクトデザイナーとしての経験を経て、
Web デザイナーとして活躍している花井雅敏氏からは、製
品の形態が、時にユーザーの誤操作を招いた、といった事
例が紹介され、人と人工物との良好なインタラクションを
提供するためのデザインの重要性が述べられた。 
社会人として芸術工学研究科の博士後期課程に在籍し
ている石原由貴氏からは、研究と実践の両面からの事例が
紹介された。上肢の欠損にともなう幻肢症状のためのリハ
ビリテーションに応用されている、ミラー・イリュージョ
ンを題材とした錯覚に基づく自己帰属感・身体所有感の仕
組みに関する研究結果などから、インタラクションデザイ
ンにおける身体性の重要性が述べられた。 
 
ディスカッションについて 
「身体性」「自己帰属感」などのキーワードが共有された
一方、研究と実践、あるいは科学と応用の間でのインタラ
クションデザイン概念の捉え方などについてはさまざま
な議論があった。 
 
おわりに 
ディスカッションならびに会場との質疑応答の時間を
充分とることはできなかったことは、残念だったが、それ
ぞれ立場の異なるパネリストからインタラクションデザ
インに関する考えを伺うことができたのは貴重な機会で
あった。 
なお、今回のシンポジウムをベースとして、芸術工学部
の教員や卒業生たちの幅広い寄稿によって「インタラクシ
ョンデザイン」の姿を描き出すような書籍を出版する予定
である。
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